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開催日：2017年11月18日（土）
会場：関内新井ホール（神奈川県）

2017年11月18日に開催されたラジオNIKKEI主催の
個人投資家向け会社説明会に参加いたしました。
当日は180名の個人投資家の皆様が来場されました。
会社概要、第9次中期経営計画（Challenge1500）、業績、株価・株主様への
利益還元について説明いたしました。
内容につきましては、次ページ以降に掲載しておりますのでご覧ください。

ラジオNIKKEI主催
個人投資家向け会社説明会
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個人投資家向け会社説明会

2017年11月18日
サンワテクノス株式会社
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本資料取扱い上の注意点

• この資料には、当社の将来についての計画や戦略、業績
に関する予想見通しの記述が含まれています。

• これらの記述は、現時点における情報に基づき判断した
ものであり、マクロ経済や当社の関連する業界動向、
新たな技術の進展等により変動することがあり得ます。

• 従いまして、実際の業績等が記載の予想数値と異なる
可能性がありますことをご承知おき下さい。
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会社概要

第9次中期経営計画(Challenge 1500)について

業績について

株価・株主様への利益還元について
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会社概要

第9次中期経営計画(Challenge 1500)について

業績について

株価・株主様への利益還元について
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会社概要

社 名 サンワテクノス 株式会社

(SUN-WA TECHNOS  CORPORATION)

設 立 1949年11月4日（設立68年）

本社所在地 東京都中央区京橋3-1-1 
東京スクエアガーデン18Ｆ

株 式 上 場 東京証券取引所第一部（8137）

資 本 金 25億5,300万円 (2017年9月末日現在）

従 業 員 連結951名 単体532名 (2017年9月末日現在)

本社（東京スクエアガーデン）

代表取締役会長 山本 勢
代表取締役社長 田中 裕之

代 表 者
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商社
（資本構成による分類）

会社概要（事業内容）

総合商社 専門商社

産業用エレクトロニクス・メカトロニクス関連の
装置・機器・部品を取扱う独立系技術専門商社です。

独立系

財閥系
ﾒｰｶｰ系

総合商社系

独立系
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会社概要（沿革）
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1949年11月
会社設立
(旧社名 山田工業㈱）

1982年5月
日本証券業協会に
株式を店頭登録

1993年4月
サンワテクノス㈱へ
社名変更

1995年5月
シンガポールに
現地法人を設立
（海外１拠点目）

2005年3月
東証一部上場

ベトナム

山田工業（株）創立時の事務所
（東京都千代田区神田須田町）

2016年5月
ベトナムに
現地法人を設立
（海外25拠点）

売上高(億)
売上高

1,390億円
（予想）
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価値の創造 国際サービス

顧客第一主義

【顧客第一主義】
顧客第一主義に徹し、現場密着に
よって、真に求められている機能
をとらえ、最適な商品・技術・ソ
リューションを迅速に提供しま
す。

【価値の創造】
最前線のニーズと最先端の技術情
報。これらを的確に捉え、独自の
提案と技術力に基づく新たな価値
を創造します。

【国際サービス】
グローバルネットワークを駆使
し、お客様へ高付加価値のサービ
スを提供するとともに、優良商品
の発掘、情報発信を行います。

社是： 人を創り 会社を興し 社会に尽くす
会社概要（経営理念）
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サンワテクノスは電機・電子・機械の三部門を持つ独立系技術商社です。

会社概要（当社の強みと特徴）

クリーンロボットや物流搬送システム、
各種検査装置などの生産設備関連ビジネス

◆電機・電子・機械の三部門を持ち、お客様のニーズに最も適した幅広いシステムを提案

モーションコントロール、機械装置システムの
高付加価値化を実現する メカトロ関連ビジネス

デザイン・インから製品の量産化まで、
きめ細かく対応する電子部品関連ビジネス

電機部門

電子部門

機械部門



9

パナソニックグループ
㈱島精機製作所
ＳＣＲＥＥＮグループ
ニコングループ
富士フイルムグループ
日立グループ
ヤマハ発動機グループ
キヤノングループ

モーションコントロール、機械装置システムの高付加価値化
を実現するメカトロ関連ビジネスを展開。

ＡＣサーボモータ、プログラマブルコント
ローラ(PLC)、リニアモータ他各種モータ、
インバータ、マシンコントローラ、マシンビ
ジョンシステム、半導体製造装置用クリーン
ロボット・真空ロボット、パワーコンディ
ショナ、受変電設備及び工事等

■主要取扱い商品

＜ ACサーボモータ、PLC、インバータ＞

電機・電子・機械の三部門を持つ独立系技術商社
会社概要（当社の強みと特徴）

電機部門
■売上高構成比率
（2018年3月期第２四半期）

18.4％

■主要顧客
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74.7％

デザイン・インから製品の量産化まで、きめ細かく対応する
電子部品関連ビジネスを展開。

電源、コネクタ、半導体、センサ、
小型ファン、ＬＥＤ（発光ダイオード）
ＬＣＤ（液晶ディスプレイ）、
産業用パソコン、ＣＰＵボード、
メモリモジュール、リレー等

■主要取扱い商品

■主要顧客

デンソーグループ
安川電機グループ
三菱電機グループ
オムロングループ
パナソニックグループ
富士電機グループ
キヤノングループ
ＦＵＪＩグループ

＜電源、センサ＞

電機・電子・機械の三部門を持つ独立系技術商社
会社概要（当社の強みと特徴）

電子部門
■売上高構成比率
（2018年3月期第２四半期）
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6.9％

ＡＧＣグループ
キヤノングループ
デンソーグループ
ＳＣＲＥＥＮグループ
ブリヂストングループ
日清食品グループ
トッパングループ
ヤマハ発動機グループ

クリーンロボットや物流搬送システム、各種検査装置などの
生産設備関連ビジネスを展開。

半導体関連製造設備、産業用ロボット、
液晶・パネル搬送用クリーンロボット、
基板関連装置、物流搬送装置、バルブコント
ロール装置、風水力機器、空調・厨房設備、
環境保護機器及び装置、各種検査装置、
医療機器等

■主要取扱い商品

電機・電子・機械の三部門を持つ独立系技術商社
会社概要（当社の強みと特徴）

機械部門

■主要顧客

＜物流搬送装置、産業用ロボット＞

■売上高構成比率
（2018年3月期第２四半期）
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半導体製造工場

パソコン

「半導体製造装置」製造工場

会社概要（当社の強みと特徴）

半導体製造装置

コネクタ等

ＡＣサーボモータ等

製造

半導体製造装置

スマートフォン

納入

納入

半導体

産業用ロボット、物流搬送装置等

納入・設置・メンテナンス

事例① こんなところでお役に立っています（イメージ）

電気機器メーカー

電子部品メーカー

設備機械メーカー

サンワテクノスグループ
及び取引先

製造

納入・設置・メンテナンス
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会社概要（当社の強みと特徴）

ＰＯＳシステム

事例② こんなところでお役に立っています（イメージ）

産業用パソコン

サーボモータ

自動編み機

オフィス

ＬＥＤ照明

自動販売機

先進運転支援システム
・衝突回避
・ドライビングアシスト
（走行車線検知等）
・アラウンドビュー 等

レンズ
カメラ
車載コネクタ
センサ 等

ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ

工場・倉庫

ＡＥＤ
（自動体外式細動器）

コンベア 産業用ロボット
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産業界の最新動向を仕入先メーカーにいち早く情報提供
電機・電子・機械の三部門を持つ独立系技術商社

電気機器メーカー
設備機械メーカー

電子部品メーカー

会社概要（当社の強みと特徴）

電機部門ビジネス電機部門ビジネス

電子部門ビジネス電子部門ビジネス機械部門ビジネス機械部門ビジネス
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Ｅ社

Ｃ社
Ｄ社Ｂ社

双方向取引による密接な信頼関係と強い協力関係
顧客であると同時に仕入先でもある大手企業と多数取引しています。

A社 顧客 （約3,000社）
仕入先（約1,900社）

会社概要（当社の強みと特徴）
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会社概要（サンワグローバルネットワーク）

国内：23拠点

国内関連会社：2社
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会社概要（サンワグローバルネットワーク）
海外：１3社 （２5拠点） 海外１拠点目としてシンガポールに現地法人を設立（1995年5月）
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会社概要

第9次中期経営計画(Challenge 1500)について

業績について

株価・株主様への利益還元について
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（経営目標の前提となる為替レートは、１米ドル＝117円 １ユーロ＝128円 1中国元＝17.8円）
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エンジニアリング事業について
さまざまな要素技術を最適に組み合わせた技術提案から、品質管理・メンテナンスまで一貫したサービスを提供
します。コーディネーターとしてメーカーとお客様をつなぎ、ものづくりを支援します。

メーカー

安川電機

オムロン

ＴＤＫラムダ

ミネベアミツミ

・
・
・
等

自社で計画・設計を行う組織（エンジニアリング部）を設置
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グローバルSCMソリューションについて（例）
世界に広がる「サンワグローバルネットワーク」を駆使して、お客様の生産拠点の高度化、競争力向上を実現。
ビジネスを成功に導く「グローバル展開」をサポートします。

お
客
様

サ
ン
ワ
テ
ク
ノ
ス

部品置換
固定資産軽量化

コスト低減

メイン事業へのリソース集中

特化・拡大

グローバルSCMソリューション
推奨部品への置き換え推奨部品への置き換え EMSビジネスEMSビジネス

提 案

（
イ
メ
ー
ジ
）

メイン
事業 メイン事業

部品調達代行部品調達代行

メイン
事業
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会社概要

第9次中期経営計画(Challenge 1500)について

業績について

株価・株主様への利益還元について
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連結決算の概要について
（単位：百万円）

前第2四半期
累計期間

当第2四半期
累計期間 増減額 対前年同四半期

増減率

売上高 50,006 67,348 17,342 34.7％

営業利益 1,082 1,773 691 63.9％

経常利益 1,102 1,951 848 76.9％
四半期純利益
（※） 763 1,359 595 78.0％

1株当たり
四半期純利益 54.47円 98.11円 43.64円 80.1％

・前年同期比で増収増益
（過去最高の売上高、純利益）

【連結決算の概要について】
スマートフォン向け及び自動車向けの需要が堅調に推移しており､また､
半導体関連業界・産業機械業界についても､ロボットや半導体製造装置等
の市場の好調は続いております。このような環境の中で､当社グループの
当第２四半期連結累計期間の業績は､前年同期を上回り､過去最高の売上高、
純利益となりました。
（※）親会社株主に帰属する四半期純利益
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JUMP1200
（目標）
120,000 117,000 126,000

137,000

105,748
116,611 

139,000

54,457 50,006
67,348

0

50,000

100,000

150,000

16/3月期 17/3月期 18/3月期 19/3月期

Challenge1500 目標 通期売上高 第2四半期売上高
［百万円］

JUMP1200
（目標）
4,700

3,000

3,700

4,500

2,645
3,215 

3,800k

1,545 
1,102 

1,951 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

16/3月期 17/3月期 18/3月期 19/3月期

Challenge1500 目標 通期経常利益 第2四半期経常利益［百万円］

売上高及び経常利益推移（連結）
【第9次中期経営計画(Challenge1500)】

(予想)

(予想)

【売上高】

【経常利益】
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0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

14/3月期 15/3月期 16/3月期 17/3月期 18/3月期

ベトナム

インドネシア

メキシコ

タイ

マレーシア

シンガポール

台湾

深 

香港

上海

ヨーロッパ

アメリカ

8% 2%

71%

19%

北米

欧州

中国

その他のアジア

12% 6%

64%

18%

欧州
北米その他の

アジア

中 国

海外現地法人売上高推移

・・・アメリカ、メキシコ
・・・ヨーロッパ
・・・上海、香港、深 
・・・シンガポール、台湾、

マレーシア、タイ
インドネシア、フィリピン
ベトナム

（単位：百万円）

その他の
アジア

北米 欧州

中 国

29.7 %   32.9 %   32.1 % 31.1 % 31.2 ％海外事業の
売上高比率

30,090
36,570

43,400
33,926

海外売上高構成 2016年3月期 2017年3月期 2018年3月期（予想）

11% 7%

63%

19%

欧州
北米その他の

アジア

中 国

18/3月期
(予想)

（参考）
主な通貨の
為替レート

1米ドル 105.39円 120.55円 120.61円 116.49円 110.00円
1ユーロ 145.05円 146.54円 131.77円 122.70円 118.00円
1中国元 117.29円 119.70円 18.57円 116.79円 1 16.10円

36,219
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新たな取り組み
①TOKYO 働き方改革宣言

「TOKYO 働き方改革宣言企業」とは

サンワテクノスは、東京都から
「TOKYO 働き方改革宣言企業」として
承認されました。当社では、社員及び
家族の豊かな暮らしのために、ワーク
ライフバランスに取組み、働きがいの
ある会社作りを目指してまいります。

従業員の長時間労働の削減及び年次有
給休暇の取得推進について、２ ３年
後の目標及び取組内容を宣言書に定
め、全社的に取り組む企業。宣言書は
東京都ホームページで公表され社会的
気運を高めていきます。
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新たな取り組み
②エコ・ニューライフサポート部

活動内容

2017年４月より新たに生活関連の新市
場をターゲットとした「エコ・ニュー
ライフサポート部」を発足。
これまでにないコンセプトでお客様と
向き合える社会貢献の形を実現するた
めの活動を進めて参ります。

１、従来の営業活動と異なる、生活に関わる
取組みを実施

２、LED照明による経済性と環境両面での価値
向上をご提案

３、AED普及活動を通じ、命や健康を守る為の
安心をお届け

４、訪問講習会や現地調査等を始め、「モノ」に
終わらない、「コト」による価値向上
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会社概要

第9次中期経営計画(Challenge 1500)について

業績について

株価・株主様への利益還元について
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104,900 

2.358.700

584 
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出来高 当社株価

308.6

198.4
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年

1月
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年

1月

4月 7月 10月 2013
年

1月

4月 7月 10月 2014
年

1月

4月 7月 10月 2015
年

1月

4月 7月 10月 2016
年

1月

4月 7月 10月 2017
年

1月

4月 7月 10月

当社株価 日経平均株価

（単位：円） （出来高）
※当社株価、日経平均株価は一ヶ月間の平均株価

当社株価推移表

日経平均株価推移との比較（2011年1月時点の株価を基準（100）とした比較）

32株価・株主様への利益還元について

2,137
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配当金の推移（連結）

当社は、株主の皆様に対して安定した配当を継続するとともに、業績の進展状況
により増配や株式分割などを実施して行くことを基本方針としています。

期 1株当たり
当期純利益 配当性向 中間 期末 年間

14年3月期 162.98円 13.5% 10円 12円 22円

15年3月期 171.83円 15.1% 12円 14円 26円

16年3月期 117.76円 23.8% 14円 14円 28円

17年3月期 113.64円 24.6% 14円 14円 28円

18年3月期
（予想） 191.22円 14.6% 14円 14円

（予想）
28円

（予想）

株価・株主様への利益還元について
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以上のように、高い成長性・収益性・安定性を求めて
経営に努力してまいりますので、
今後も一層のご支援を賜りたくお願い申し上げます。
ご清聴、ありがとうございました。


